６月の詩

二〇二五年六月朔日から末日
桜木心都悩
ダルモア
オレンジ色の光の下で
ダルモアは私の瞳と同じ色
グラスの中は澄んでいて
私の瞳は濁りが混じる
瓶の中で熟されて
世界を知らない純粋さ
私を何かに返すように
鈍色の困憊を剥がしていく
ロータリー
ベンチの上に傘がある

周りには誰もいない

車が止まっている

車は誰かが来るのを待っている

傘も誰かが来るのを待っている

車が走り去った

傘はまだ夕日に照らされている

影
空を見上げるたんぽぽを、私が見上げる

あなたはこちらを見ないでしょう

あなたが根付いたその場所で

あなたよりも大きな手を広げ

あなたが下を向くのを待つ

あなたが私に気づくのを

恐れ、焦り、慌てるのを

息を潜めて待っている

けれどもどうして

たんぽぽは美しいんでしょう

明日転機になれ
一度でも命を勘定に入れた人間は

天秤に命を載せ続ける

もしも私が死んだら

貴方はどんな顔をしていますか

もしも私が死んだら

明日はどうなりますか

もしも私が死んだら

この部屋の植物はみんな枯れるでしょうね

明日の天気は晴れるそうですから

習慣
空から操り糸が私に絡みついている
それが体中に絡まって私の習慣を作る
その糸は包帯のように絡みつく
出来ることなら解いてしまいたいけれど
糸と糸の隙間から
じゅくじゅくと溶けた私の皮膚が見えるから
蛹の殻を覗いたように
それ以上のことは何もできない
私からは何が生まれるのだろう
もしも神様がいたとして
もしも神様がいたとして
もしも誰かを助けてくださるならば
それはきっと私でない
もしも神様がいたとして
もしも誰かに力を貸すならば
もっと素直で弱くて可愛い
別の誰かに灯が燈る
もしも神様がいたとして
もしもそれが私ならば
私のような人間は虐めてしまうに違いない
へそが曲がった不器量者
どこまで耐えられるのかしら
あらら、潰れちゃった！
